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デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
委
員
会
（
委
員
長
大
日
方
純
夫
）
で
は
、
二
〇
一
四
年
度
・
二
〇
一
五
年
度
に
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助

金
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
）
の
助
成
を
受
け
、「
社
会
運
動
情
報
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
以
下
「
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
」）
の
作
成
と
公
開
の
た

め
の
作
業
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
度
に
も
、
引
き
つ
づ
き
同
科
研
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
同
Ｄ
Ｂ
の
拡
充
を

進
め
て
い
る
。

　

な
お
、
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
員
会
「「
社
会
運
動
情
報
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
一
部
公
開
に

つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
四
七
巻
）
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
現
在
ま
で
の
公
開
状
況
と
作
業
進
捗
状

況
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

「
社
会
運
動
情
報
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
拡
充
に
つ
い
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
委
員
会
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一　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
登
録
・
公
開
状
況

　

社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
は
、
二
〇
一
〇
年
度
の
科
研
費
助
成
に
よ
っ
て
作
成
・
公
開
さ
れ
た
「
保
守
と
革
新
の
近
現
代
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
以

下
「
保
革
Ｄ
Ｂ
」）
の
成
果
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
早
稲
田
大
学
が
所
蔵
す
る
社
会
運
動
関
係
資
料
を
公
開
す
べ
く
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
「
早
稲
田
大
学
文
化
資
源
情
報
ポ
ー
タ
ル
」
を
利
用
し
て
公
開
し
、
ユ
ー
ザ
ー
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
等
は
保
革

Ｄ
Ｂ
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
公
開
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
タ
イ
ト
ル
標
記
は
従
来
通
り
保
革
Ｄ
Ｂ
の

ま
ま
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
目
録
デ
ー
タ
・
画
像
デ
ー
タ
は
、
二
〇
一
四
年
度
以
降
、
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
の
計
画
に
よ
っ
て
逐
次
増

補
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
保
革
Ｄ
Ｂ
と
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
は
内
容
的
に
も
形
式
的
に
も
連
続
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
〇
年
度
の
保
革

Ｄ
Ｂ
、
な
ら
び
に
二
〇
一
四
年
度
・
二
〇
一
五
年
度
の
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
り
、
現
在
ま
で
に
公
開
に
至
っ

た
資
料
群
・
資
料
件
数
を
示
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

保
革
Ｄ
Ｂ　

二
〇
一
〇
年
度
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
資
料
群
・
件
数

①
堤
康
次
郎
関
係
資
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
、五
六
四
件

②
日
本
社
会
党
関
係
資
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
七
〇
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計　
　

八
、四
三
四
件
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社
会
運
動
Ｄ
Ｂ　

二
〇
一
四
年
度
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
資
料
群
・
件
数

①
安
部
磯
雄
文
庫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
三
八
件

②
風
見
章
関
係
文
書
（
二
〇
〇
五
年
度
寄
贈
分
）　
　
　
　
　
　

一
九
二
件

③
日
本
社
会
党
関
係
資
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、二
六
九
件

④
大
山
郁
夫
関
係
資
料
（
大
山
家
寄
贈
分
）　　
　
　
　
　

一
、六
六
二
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計　
　

五
、六
六
一
件

社
会
運
動
Ｄ
Ｂ　

二
〇
一
五
年
度
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
資
料
群
・
件
数

①
浮
田
和
民
文
庫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、九
一
六
件

②
日
本
社
会
党
関
係
資
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、四
二
七
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計　
　

五
、三
四
三
件

　

し
た
が
っ
て
、
保
革
Ｄ
Ｂ
に
含
ま
れ
る
現
時
点
で
の
デ
ー
タ
件
数
は
、
二
〇
一
〇
年
度
保
革
Ｄ
Ｂ
の
八
、四
三
四
件
、
二
〇
一
四
年
度

社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
の
五
、六
六
一
件
、
二
〇
一
五
年
度
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
の
五
、三
四
三
件
を
あ
わ
せ
て
、
合
計
一
九
、四
三
八
件
と
な
り
、
二

万
件
近
い
情
報
量
を
備
え
た
一
大
歴
史
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
成
長
し
て
い
る
。
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二　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充
と
今
後
の
計
画

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
委
員
会
は
二
〇
一
六
年
度
も
科
研
費
の
助
成
を
受
け
、
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
の
拡
充
を
進
め

て
い
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
次
の
二
つ
の
資
料
群
で
あ
る
。

社
会
運
動
Ｄ
Ｂ　

二
〇
一
六
年
度
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
資
料
群
・
件
数
（
予
定
）

①
堤
康
次
郎
関
係
資
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、四
六
六
件

②
日
本
社
会
党
関
係
資
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、五
〇
〇
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計　
　

三
、九
六
六
件

　

こ
の
う
ち
、
②
「
日
本
社
会
党
関
係
資
料
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
、
二
〇
一
〇
年
度
保
革
Ｄ
Ｂ
、
二
〇
一
四
年
度
・
二
〇
一
五
年
度

社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
以
来
の
継
続
事
業
で
あ
り
、
今
後
も
同
Ｄ
Ｂ
計
画
の
中
軸
を
な
す
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
①
「
堤
康
次
郎
関
係
資
料
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
報
告
に
お
い
て
も
課
題
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

二
〇
一
〇
年
度
保
革
Ｄ
Ｂ
以
来
、
中
断
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
本
年
度
の
再
着
手
に
よ
っ
て
、
同
資
料
群
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
完
遂
に
向

け
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
今
後
、
予
定
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ
の
公
開
は
、「
早
稲
田
大
学
文
化
資
源
情

報
ポ
ー
タ
ル
」
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
新
た
な
収
蔵
品
公
開
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
公
開
に
む
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
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い
る
。
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
現
行
の
ポ
ー
タ
ル
に
比
し
、
検
索
機
能
や
閲
覧
機
能
が
大
き
く
向
上
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
社
会
運
動
Ｄ
Ｂ

に
つ
い
て
も
、
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
将
来
的
な
移
行
を
予
定
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
移
行
に
際
し
て
は
、
従
来
の
利
用
者
に
不
都
合
が
生

じ
な
い
よ
う
、
万
全
の
準
備
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
移
行
の
時
期
と
方
法
に
つ
い
て
、
今
後
も
協
議
を
重
ね
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
拡
充
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
に
係
る
科
研
費
が
単
年
度
毎
の
申
請
と
な
る
た
め
、
次
年
度
以
降
の
計
画
を
明
言
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
堤
康
次
郎
関
係
資
料
・
日
本
社
会
党
関
係
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
完
遂
を
目
指
し
つ
つ
、
新
た
に
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
の
対
象
と
す
べ
き
資
料
群
に
つ
い
て
、
選
定
と
検
討
を
進
め
て
い
る
。


